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今
週
の
紙
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■２面 続・裏金政治家これだ
け？／ニュース／国会スポット
■３面 読者のページ／まん

が ■４・５面 戦争させない
ために 今こそ外交の力を／ホ
ット ■６面 封筒でつくる紙
バッグ／文化情報／母の歴史
■７面 新婦人の活動／談話

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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「学校に希望を！ 長時間労働に歯止めを！

ネットワーク」の記者会見（３月８日）

小学校の授業風景（記事とは関係ありません）
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